
 

 

 

 

 

 

 アルミニウム材料のβ－ｆｉｂｅｒに関して 
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概要 

 ＦＣＣのβ－ｆｉｂｅｒはＢｒａｓｓ－Ｓ－ｃｏｐｐｅｒと方位が回転している様とされているが 

   φ２断面でみると、ｃｏｐｐｅｒ方位位置より若干ずれた位置に方位が存在している事が多い 

   この方位に関して調べてみました。 

   方位としては{4 4 11}<-11 -11 2>Ｔａｙｌｏｒ方位、{2 2 5}<-5 -5 4>との組み合わせ 

 

 

極点図（β－ｆｉｂｅｒに見える） 

  

ＯＤＦ図 

 

２Ｄ図（Φ：０－＞９０ φ１＝９０、φ２＝４５） 

   

赤：Φ=27.21 Taylor 

緑：Φ=29.5 {2 2 5}<-5 -5 4> 

黒：Φ=35.26 copper 



２Ｄ図からΦ＝３０度が最大値であり、ｃｏｐｐｅｒの３５．２６からずれが見とめられる。 

文献を調べると、Ｔａｙｌｏｒ方位{4 4 11}<11 11 -8>（90.0, 27.21 45.0）が近い方位である事が分かる。 

しかし、測定解析された方位は{2 2 5}<-5 -5 4> (90.0 29.5 45.0 )が一致度が高い 

 {4 4 11}<11 11 -8> Taylor 

 

 {1 1 2}<-1 -1 1> copper 

 copper では一致しない 

 {2 2 5}<-5 -5 4> 

 Taylor より一致している。 

  

 

  



 

Ｓ，Ｔａｙｌｏｒ，Ｂｒａｓｓで解析 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｓ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｂｒａｓｓで解析 

 

 

 

 



Ｓ，{2 2 5}<-5 -5 4>，Ｂｒａｓｓで解析 

 

 

 Ｔａｙｌｏｒ，ｃｏｐｐｅｒより一致度は良い 

 

 

 



２Ｄで比較 

 φ１＝９０、φ２＝４５、Φ：０－＞９０ 

   青：ＯＤＦ解析結果 

 赤：{4 4 11}<11 11 -8> Taylor で計算 

    黒：{1 1 2}<-1 -1 1> copper 

緑：{2 2 5}<-5 -5 4> 
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この結果から、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２ソフトウエアにＴａｙｌｏｒ方位を追加してみました。 

ＬａｂｏｔｅｘのＯＤＦ解析結果をＥｘｐｏｒｔ 

 

ODFDisplay2 で表示し、ODF の方位密度 List でみると、 

で 

 

ｃｏｐｐｅｒ位置に対し、Ｔａｙｌｏｒ方位は非常に大きくなる。 

この事から、この材料のβ－ｆｉｂｅｒはｃｏｐｐｅｒよりＴａｙｌｏｒが望ましい。 

 



β－ｆｉｂｅｒ 

 ｃｏｐｐｅｒで表示 

  

修正版 ODFDisplay2（Ver.1.34）によるβ-fiber 

  

従来のβ-fiber のｅｕｌｅｒ角度のφ１、Φの±５度以内の Max を ODF 方位密度とした結果 

 


